
○

○

∠θ か 動の班血レ

%力_力矛4脅
`ψ

彩レ晨″グ
rfメ
l後ヵじ現ダ勢いか

啄νヽあ2りつ翻玄の形雅判朝し,ァィ
‐
ィらっえ血

鳥髪夕1獅ンに膨方法

ごノ./そ i莉m.才 止
.

死ウ.われ甲笏絆0シてレリカマス嘲網た開発t経:♂マ

こZノ 2歩a鞍
“

角形篠おす賢鷺色

犯カ メJu戒脅 t々次Иオリの印1賛硼を訪みる'窃り
/

孝れ こ生坂釧Kっこ琢儀っあそネあり

家

燿わ。そ戯 器ヽ幽 じ曰-2叱るy争κて周―レt物に移江

こゑ姉砕シ物ス錫われ (ど/孝 薇々 修場
めな 六tlン塚♭′,「 ルノ`ごセP/三ャグ|りじ本t均ジ舞イ`イ1れ

の4岬み針.巧却鮎轍

^a姉
牧トッキクπ勾

むノ知 ′「 初タ

2難該Z,Q厖ガム
dノ,パmの影 (″ガレ|一 -2夕り

笏 毀 タイ レフイノをズひ亜控
`行

|夕者に尺

み え

L・
(熊局様式(∋ 287) 熊 本 営 林 局



Ｌ 酵 Ｓ 睡 ド

〕 与 せ

|:

′ ‘ ― ・
ヽ

.ィ
/=
~ヽ

.

/
二
__
  
＼

T｀
｀
＼ゝ 一ド ヽ ト エ

薇 ‐ ‐ が 置 い

リ ー 響 ゛

薇 ‐ ・ 醤 図

◎ ‐ き 菫 彗 範 ミ で ミ

（ ∪ ― ⇒ ネ

Ｌ 麟 重 ぽ
管ヽ 曇 盛 い
・
卜 群 い ヽ ・ さ ミ ミヽ 熱 曲

ヽ へ ヽ 母 一

ヽ ヽ ヽ 卜 ご

― チ ーー ‐

套 ミ 禅

ヽ ｔ 懲 ヽヽ

ヽ ヽヽ 　 き け

ぶ 書 ド

ヽ キ ‘ヽ ミ 幸

一 一
，
ヽ ヽ い δ

一 二 爵



況 真 区分
|キ旨示

`ι

イ|ア  営林署
(様 式 6)

「

/´打|1疇 4嬌 ,常牡だ

雀ぅなた ァ
メサ
‐
t嘔

栽▼1′ ∠ク竹 tllない

/Q工生争1
イ薇考ブ饗//4

Zヶパ,1密
θ晨1/5a.



技 術 開 発課 題 完 了報 告 書

課 題 名 獣 害 防 除 法  (鹿 の被害 )

課 題 区 分 指 一小
開発

期 間
昭和 59～ 61年度 担 当 川 内 営 林 署

目

標

野兎被害の防除については,ポ リネ ットを中心に検討してきたが ,十分な効果を得るにいたっ

ていない。

最近鹿の被害 も増加しており,野兎の被害防除 とあわせて事業化に即 した効果的防除法を確立

する。

結

果

1.忌避剤区及び竹支柱の障害物設置区 ともに,防除効果があるとは考え られない。

2.威嚇体設置区は,設置後30日程度は効果があると認められるが,60日経過後は32%の被害が

発生していることから防除効果があるとは考えられない。

開発経過 と調査内容

1.開発経過

標高 600″ の広葉樹天然林伐採跡地 (林齢84年生 ,カ シ,シ ィその他広葉樹 ,んα当多材積 340″ )

のスギ新植地に試験地を設定 した。     ｀

(1)第 1回試験 (60年 3月 22日 )

忌避剤試験

スギ新植地面積 3.38んα,10,156本 の梢頭部を中心に忌避剤を造林木 1本当り0.96′を塗布した
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竹支柱試験

スギ新植地 ,面積 1.06んα,3,000本 にニガ竹 ,tyt l.5～ 2.0`π ,長 さ 1.3mを 造林本の根元から

5～ 10凛 離 した位置 (斜面上部 )に障害物 として立てた。

対照区として,面積 2.01んαと 1.16んαの 2箇所を設定 した。

(2)第 2回試験  (60年 11月 )

忌避剤試験区面積 0.10んα,竹支柱試験区面積 0.10んα,対照区面積 0.07んαを設定 した。

作業要領は第 1回試験 と同じ。

(3)第 3回試験 (61年 6月 )

威嚇体試験

可変眼状紋式威嚇体 (ト リタイジヤ 400型 )を 2″ の支柱につるし,10″ 間隔に 8個設置 した。

2_調査内容

被害調査

評価及び普及指導

忌避斉J区 ,竹支柱の障害物設置区 ,威嚇体設置区ともに期待する成果は得 られなかった。
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1.は じめに

当署管内柊野担当区,大川内国有林32林班及び犬ケ八重国有林 33-36林班は鳥獣保護区に隣接

していることもあって,ス ギ・ヒノキ幼齢造林地の新葉を鹿が食害して,その被害は年々増加の傾

向にある。

この地域の造林地を被害調査したところ,造林木の周辺に障害物がある造林木は他の造林木に比

較して被害が少ないことに着目して,忌避剤処理 と併行して竹支柱が防除資材として活用できるか

効果試験を試みた。

2 試験地設定

(1)設  定  60年 3月 22日 , 11月 5日 , 61年 6月 5日

(a 場  所  鹿児島県薩摩郡官之城町犬ケ八重国有林 35り 林小班

③ 面  積  ア)忌避剤試験地 3.48施  イ)支柱試験地 1.2oんα  ウ)威 嚇体試験地
015んα  → 対照区 3.27んα  計 &10脆

(0 地  況  標高 600m, 方位 南東, 傾斜 急,土壌型 BC, 基岩 砂岩

(D 林  況  前生樹 林齢84年生のカシ・シイその他広 加当り340″

現在 樹種 スギ 1～ 3年生

(6)設定方法

ア、第 1回試験  60年 3月 22日設定

① 忌避剤試験地  5.39九α (対照区 2.01んα)

処理本数  10,156本

i)使用材料  ヤンマンント(農林水産省薬登第 15839号 )
li)処理要領  造林木のI・1頭部を中心に忌避剤を軽く塗布した。 (1本当り0.967)

② 支柱試験地  2.22腕 (対照区 1.16んα)

処理本数   3,000本

1)使用材料  苦竹 (径 1=5～ 2.O Cπ,長さ1.3a)

il)処習要領  造林木の根元から斜面上方 5～ 10`π の位置に支柱 (苦竹 )1本を立てた。
イ、第 2回試験

① 忌避剤及び支柱試験地  60年 H月 5日 設定
0.27んα

使用材料,処理要領は,第 1回試験のとお り。      _

② 威嚇体試験地  61年 6月 5日 設定
0.15ん a

l)使用材料  可変眼状紋式威嚇体 (ト リタイジヤー 400型 )
|)処理要領  試験地内に, 2″ の棒につるした威嚇体を,10m間隔に 8個設置 した。
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図-1  第 1回試験地位置図  /雇多
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図-2 第 2回試験地位置図
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3.調査結果

(1)第 1回試験

ア、忌避剤試験地被害調査表

表 -1 昭和60年 3月 22日 設定

被害率は,対照区29%に対 して処理区は24%で数値的には 5%の効果が認められるが,現地

の実態から忌避剤による効果とは考えられない。

イ、竹支柱試験地被害調査表

表 -2 昭和 60年 3月 22日 設定

被害率は,対照区 3%に対 して処理 区は 1%で あり竹支柱の障害物による効果 とは判断 しが

たい。

(2)第 2回試験地

ア、忌避剤及び竹支柱試験

表 -3 被害 調査 表 昭和 60年 11月 5日 設定

調査年月日
処 理 区 対 照 区

面 積 処理本数 被害本数 被害率 面 積 処理本数 被害本数 被害率

S.60.4.24 3.38 10,156 0 0% 6,300 0 0%

60. 3.38 10,156 2,454 24 2.01 6,300 1,827

囮
~葛
蔦

調査年月日

忌 避 剤 区 支 柱 区 対 照 区

面 積
理
数
処
本

害
数
被
本 健率
面積
1榮磯

害
数
被
本 鶴率

面 積
理
数
処
本

害
数
被
本 鶴率S60.

0.10 300 0%| 0.07 200 0 0% 0.10 300 0 0

61. 6. 27 0.10 300 11 4 0.07 2o0 l 0 0.10 300 8 3

61. 7. 30 0.10 300 38 13 0.07 200 24 0.10 300

61. 9. 2 3o0 ０
０ 0.07 200 48 24 0.10 30o
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61年 9月 2日現在の被害率は,対照区32%に対 して,忌避剤区26%,竹支柱区24%で数値的

には 6～ 8%の効果が認められるが,鹿の侵入度合等現地の実態から忌避剤及び障害物による

効果とは判断しがたい。

イ 威嚇体試験

表-4  被 害 調 査 表 昭和61年 6月 5日設定

調査年月日 面 積 本 数 被害本数 被害率 備 考

S61.6.27
0.15 398 0 0%

61. 30 0.15 398 0 0

61.9. 2 0.15 398 126

威嚇体設置後約 1ク月間は被害はなかったが, 2ケ 月を経過した61年 9月 2日現在では32%

の被害が発生 した。

4.考  察

(1)忌避剤区及び竹支柱の障害物設置区 ともに防除効果があるとは考えられない。

(0 威嚇体放置区は設置後 1ケ月位は効果があると認められるが 2ケ 月経過後は32%の被害が発生

していることから防除方法としては期待できないと考えられる。

(3)現在開発されている忌避剤等による防除方法及び有害駆除による鹿の個体数を減少させる方法

も完全な防除方法としては期待できないことから,獣害地区については,皆伐をできるだけ避け,

択伐による天然更新等森林施業を検討する必要があると考え bれる。
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